アメリカ日系移民二世の教育 ―『米國加州教育局檢定 日本語讀本』から見えてくること― by 村上 和賀子
1 ．は じ め に
ハワイ移民の先駆けは1868年（明治元年）に渡米して，後に「元年者」
と呼ばれる日本人百数十人に始まるが，当時，受け入れ先での定住者は少
なかった。ハワイへの入植が本格化するのは，1885年，政府間交渉に基づ
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要　　　旨
1900年代に入り，在米日本人の定住化と妻子を伴って渡米する者の数が増加
し，学齢に達する子女が多数になるにつれ，在米日本人一世の二世に対する日
本語教育の必要性への意識が高まった結果，1912年以降1924年までの間に創設
された日本語学園はカリフォルニア州だけでも40校余りになった。折しも，「ア
メリカ化」運動のうねりの中，排日感情が高まりを見せる状況の下，「外国語
学校取締法案」（1912）が突然カリフォルニア州議会に提案され，以後日本語
学園は難しい立場に立たされることになる。日本語学園は，その教育目的がア
メリカの教育に反しないことを証明するため，新教科書『加州日本語讀本』の
編纂に乗り出すことになる。本論文では，1900年代初頭から第二次世界大戦ま
での日米二国間の狭間で，変容を余儀なくされる日系移民二世への日本語教育
の在り方を『加州日本語讀本』編纂過程を通して検証する。
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く官約移民からである。第 1回船は山口県出身者，第 2回船は広島県出身
者が最も多かったが，官約移民は1894年の第26回船まで続き， 2万9,000
人余りを数えた。以後，民間の移民会社に委ねられた私約移民時代を経
て，1908年の日米紳士協約までの14年間に 9万人近い人々がハワイに渡
り，1910年代，日系人がハワイ人口の40％を占めるようになった
 1）
。
これと同時期の1912年12月，日系移民の人権擁護と人種の垣根を超えた
平和を目指して，牧野金三郎（1877-1953）により『ハワイ報知』が創刊さ
れた。ハワイにおける日系移民の歴史とともに歩んできた『ハワイ報知』
は，アメリカにおける日本語日刊新聞が次々と廃刊になる苦難の時代を凌
ぎ，ハワイで発行されている唯一の日本語日刊新聞である
 2）
。中國新聞創
刊100周年記念企画として刊行された『移民』の中に，「『報知』が郵送さ
れてくるのが最大の楽しみ。届いたら隅から隅まで読みますよ。私たちに
とって『報知』がたった一つの情報源ですからね。」というカウアイ島在
住で一世の松本数見（89）と妻ヨシコ（82）のコメントが紹介されている。
日系社会が団結しなければやっていけなかった時代の先導役を邦字新聞，
すなわち日本語による絆が果たしてきたことを物語っている
 3）
。
アメリカ本土への移民は，20世紀初頭から「排日移民法」が実施される
1924年までが最盛期であった。在米日本人の定住化と妻子を伴って渡米す
る者の数が増加し，学齢に達する子女が多数になるにつれ，移民の両親に
喫緊の課題として解決しなければならなかったのは子どもの教育問題，す
なわち日本人移民コミュニティにおける母語学校の必要性であった。その
ニーズに応えるため各地に日本語学園が創設されたが，当時の学園はそれ
ぞれ方針が異なり，日本の教育を重視するものから，アメリカの教育を主
とするものまであり，授業科目も様々で学園相互の連絡もない状態であっ
た。しかし1912年，各地日本語学園の連絡統一を図るため，在米日本人教
育者大会が開催された。この大会の開催を機に，日本語学園協会が組織さ
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れ，日系社会の絆や団結の拠り所として，また教科書編纂の責務を担う日
本文化継承のセンターとして機能していったのである
 4）
。
本論文では，アメリカ日系移民二世の教育，とりわけ日本語教育につ
いて，使用されることになった教科書『米國加州教育局檢定 日本語讀本』
（以下，『加州日本語讀本』）の編纂に至る経緯，その過程と意味を検証する
ことにより，アメリカ合衆国に移住した日本人移民一世，そして日本とア
メリカの二重性を背負い込むことを余儀なくされた子どもたち二世のアイ
デンティティが変容する足跡を明らかにする。
2．アメリカ日系人の教育
在米日本人一世の教育は，日本で受けた教育にその基礎を置いていた
が，その中で少数の日本人は米国の小学校から大学まで進んだ。大部分は
学業を目的としたものではなく，移民として渡米したので，米国の学校教
育を受けることがなく，彼らの間で使用されていた英語や，社会道徳，生
活習慣等は，その大半が見覚え聞き覚えによるものであったり，米国で学
業を修めた日本人の先輩や教会牧師が，移民初期から中期にかけて開いて
いた私塾や教会内の寺子屋式教育によるものであった
 5）
。
米国育ちの二世は，米国市民に対する義務教育として小学校教育から中
等教育に至る学校教育を受け，さらに専門学校，大学に進む者の数も多く，
日系二世の米国における修学率は米国人の修学率と大差がなかった。日本
人が最も多く居住したカリフォルニア州における日本語学園通学児童数
は，1934年度の調査で約 1万8,000人と言われ，各種学校に通学する者を
加えるとその総数はさらに多数に及んでいた。在米日本人の教育事業とし
て最大で，かつ唯一であったのは日本語学園の経営であった
 6）
。
日系一世は1920年前後からその子女に日米両国の教育を併行して受け
させていた。彼らの子女は一方では米国市民であるため米国政府の指定
アメリカ日系移民二世の教育
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する教育を受ける義務があった。また日本語教育については，日本政府
からも米国からも援助がなく，有志が経営する日本語学園か，個人の反営
利事業として経営されている日本語学園に，その子女を学ばせなければな
らなかった。日本語学園は米国の公立学校の余暇に通学する規程
 7）
に拘束
され，二世児童は毎日異なった二つの学校に通学することを余儀なくされ
た
 8）
。
1940年当時，日本語学園の数は，カリフォルニア州だけでも248校を数
え，それに要する 1年間の総経費は397,000ドル余りに達していた。これ
は在米日本人が社会的に支出する負担額中最大のもので，このことから彼
らがいかにその子女の教育に力を入れていたかを窺い知ることができる
が，1941年12月の日米開戦と同時に各地の日本語学園は閉鎖に追い込まれ
た。戦後送致された強制収容所から先住地へ帰還しても，しばらくは反日
感情が継続していたが，次第に対日感情が好転するとともに，各地で日本
語学園が再開され，帰還日系人の生活が落ち着きを示し始めた1950年ころ
からその数も増加した
 9）
。
⑴草創期の日本語学園
日本語学園は，1902年ワシントン州，シアトル市にシアトル国語学校が
創設され，カリフォルニア州においては，サンフランシスコ市に神奈川県
人佐野佳三夫妻が，1903年 1 月12日，日本小学校を開校したのが草分けと
されている。また同年807ポーク街に桑港仏教会が，上野サンフランシス
コ領事，戸沢正金銀行支店長，その他在留日本人有志の賛同を得て明治小
学校を設立した。サクラメント市では，416オー街に教会堂を持つ桜府仏
教会が同じく1903年11月，教会附属事業としてその後の桜学園を興し，と
もにカリフォルニア州最古の学園となった
 10）
。
当時在米日本人に妻帯者は少なかったので，学校経営は容易ではなかっ
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た。佐野佳三は学校経営の費用を捻出するため，教鞭を執る傍ら宝石商に
働くという奮闘振りであった。一方在米日本人識者の間では，日本語学校
開設に関する意見が対立し，既に公立学校で東洋人児童排斥の気運が高ま
りつつある中で，益々それに拍車をかけることになるとして，新聞紙上で
意見を闘わせ圧力を加える者もあった。ことにサンフランシスコにおいて
は，佐野佳三の日本小学校も仏教会の明治小学校も1906年の大震災による
被害を被り，日本小学校は日本学院と改称して1765サター街に，明治小学
校は教会とともに1617ガフ街に移転して学校再興を図った
 11）
。
大震災の翌年1907年10月 1 日，サンフランシスコ市教育局は，突如とし
て公立学校に在籍する日本人児童に退校を命じ，東洋人隔離学校に転校さ
せようとして，日米両国の深刻な外交問題にまで発展した。米国市民とし
て義務教育を受けることを阻止された日本人児童に対して，在米日本人協
会（後の日本人会）は震災のために教材を失った日本学院に資金を補助し
白人教師 3人を雇用，公立学校の課程を併設した。また明治小学校には学
校用具を貸与して日本語教育に当たらせた。1908年，日本人のハワイから
の転航禁止を条件に日本人児童は復校する運びとなったが，その際日本学
院で公立学校の課程を修めた児童は，日本学院発行の成績表を提出しなけ
ればならなかった
 12）
。
⑵日本語学園建設期
在米日本人の定住化とともに妻子を伴って渡米する者の数が増加し，学
齢に達する子女が多数になるにつれ，各地に日本語学園が創設された。
1902年より1912年までに創設された学園数は，カリフォルニア州15校，オ
レゴン州 1校，ワシントン州 3校で計19校に及んだ。学園創立数は日本人
移住者増加の様子を反映するものであった
 13）
。
このように各地に日本語学園が創設されたが，当時の学園はそれぞれ方
アメリカ日系移民二世の教育
― 63 ―
JICS86_01-03_059-078_Y03_Murakami_CS6.indd   63 2017/09/15   5:27
針が異なり，日本の教育を重視するものからアメリカの教育を主とするも
のまであり，授業科目も様々であった。中には日本の文部省の下，歴史，
地理，修身，図画，算術まで教える学園がある一方，単に日本語のみを教
育するものもあり，相互の連絡もない状態であったので，サンフランシス
コの在米日本人会は，1912年 4 月 4 日， 5日，各地日本語学園の連絡統一
を図るため，在米日本人教育者大会を開催した。各地の教育者，学園関係
者30人余りが招かれ，金門学園長鎌田政令を議長，日本学院長佐野佳三を
書記として，米国における日本人児童の教育目的および方針，小児養育所
設置，学園維持の現状並びに将来の方針について議論され，在米日本語学
園史上画期的な会議となった。この時まで連絡統一を欠いていたカリフォ
ルニア州の日本語学園は，この大会を機に後の日本語学園協会を組織して
いくことになる
 14）
。
さらに同会議では議案の一つとして在米日本人教育会設立も提案され，
席上鎌田政令，佐野佳三，青木道嗣，大場正治，永井元の 5人を創立委員
に選出し，教育会設立に関する研究立案，会則の起草が委託された。翌
1913年 6 月25日，26日，サンフランシスコのリフォームド教会で開催され
た第 2回教育者大会において会則を定め，在米日本人会の設立を決定し
た
 15）
。
⑶日本語学園受難の時代
学齢期の児童数の増加や，在米日本人教育会設立に伴い，在米日本人の
日本語教育熱が旺盛となり，各地で競って日本語学園が設立された。1914
年度調査によれば，カリフォルニア州だけでも31校を数え，その他ワシン
トン州で 3校，オレゴン州 1校，カナダに 3校の学園が創設され，合計38
校に達した。さらに1914年12月の調査では，カリフォルニア州の日本人児
童総数は5,362人（男子），5,087人（女子）を数え，このうち公立小学校通
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学児童総数が，947人（男子），765人（女子）となっている
 16）
。
中興期と言うべき1912年頃から1924年頃までの12年間に創設された日本
語学園数は，カリフォルニア州だけでも40校余りに及んだ。このような状
況に対してアメリカの関心は高まり，1917年第一次世界大戦へのアメリカ
の参戦以来，アメリカニゼーション運動
 17）
が起こると，外国語学校に対
する圧力は熾烈を極めた。まずドイツ語学校が槍玉にあがり，日本人，中
国人，イタリア人の各私立学校も圧迫を加えられた
 18）
。1912年カリフォル
ニア州議会に突然パーカー議員提出の「外国語学校取締法案」が満場一致
で上下両院を通過して知事が署名するところとなり，カリフォルニア州の
日本語学校は，ドイツ語その他の外国語学校とともにこの取締法の支配下
に置かれた
 19）
。
⑷教育者会の対策
在米日本人教育会は，1920年11月フレスノ市において開催した第 9回総
会で，「在米日本人教育会」という名称は不適当であるとして，これを「日
本語学園協会」に改め，さらに学校名も従来は「小学校」と称していたも
のを「学園」と改称することを決議し，日本語小学校は一斉に日本語学園
と改称された。同総会は，日本語学園協会の目的を「本協会に連絡する各
学園は米国公立小学校の精神に基づき，善良なる市民教育の補助をするた
めにあり」との綱領を定め，日本語学園協会の目的が米国公立小学校の精
神に背反するものでないことをカリフォルニア州教育局長ウッドに英文で
提出した
 20）
。
⑸教師試験と教科書
1921年，パーカー外国語学校取締法の制定により，日本語教師は認定試
験及第者であることを求められるようになり，日本語学園協会は新教科書
アメリカ日系移民二世の教育
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編纂の準備とともに教師の免許状取得のための準備に取りかかった。また
在米日本人会はカリフォルニア州当局に対して英語力と米国の歴史政体に
関する知識を欠く日本語学園教師に，受験準備の講習会を受ける機会を与
えるよう交渉を開始した。各地の学園に対しては，外国語学校取締法が及
ぼす影響等について詳しい注意事項を配布し，1921年 8 月より 2週間に亘
りサンフランシスコ，フレスノ，ロサンゼルスの 3市において講習会を開
催した。講習会は米国で著名な教育家が招聘され通訳付きで行われた結
果，カリフォルニア州監督官コーンの下に受験した受講者たちは及第率が
高く，サンフランシスコでは受験者総数131人中の合格者98人，ロサンゼ
ルス，フレスノでもほぼ同率の合格者を出した
 21）
。
パーカー外国語学校取締法に準拠する準備が整いつつあった1923年 1
月，カリフォルニア州議会上院のインマン議員によって，さらに過酷な外
国語学校法案が提出された。インマン法案の内容は，「1923年 9 月 1 日よ
り四ヵ年は，公立学校四年級を終了せぬものは私立外国語学校に入学する
ことを得ず。1930年以降は絶対に外国語学校を禁止すべし。」というもの
であったが，合衆国大審院において外国語学校取締法が米国憲法に違反す
るものであるとの判断が下ると，米国21州における外国語学校取締法のう
ち外国語の教授を禁止する法律は一斉に無効となった。カリフォルニア州
で上下両院を通過し知事の署名を待つばかりであったインマン法案はその
まま失効することとなった
 22）
。
日本語学園協会はカリフォルニア州教育局の認可を得るべく新教科書編
纂が急務ではあったが，当時使用していた文部省検定教科書の不適当な箇
所を省いたものを臨時使用する許可を得て，これを英訳して教育局に提出
した
 23）
。新教科書は1924年に脱稿して，全文が英訳されカリフォルニア州
教育局に提出され許可が与えられた後，サンフランシスコの青木大成堂主
青木道嗣に委託され印刷発行された。こうして発行された『米國加州教育
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局檢定日本語讀本』全十六巻は種々の改定を加えられながら使用され1940
年に至った
 24）
。
⑹最盛期の日本語学園
1921年制定のパーカー外国語学校取締法は，外国語の教授を禁止するも
のではなく，むしろ米国市民としての教育を第一義とするものであるので
米国憲法に抵触しないとされたが，1926年 6 月，ハワイにおける外国語学
校取締法を違憲とする大審院判決の後，パーカー外国語学校取締法も無効
となった
 25）
。
大審院の違憲判決は，「外国語学校は児童の親によって必要なものと認
められ，決して社会の利益に反するものではない。教師に対する取締法を
励行すれば教育の目的を破壊し，米国に対して全く害にならない子女教育
の最も適当な機会を奪い取ることになる。日本人の親は不合理な拘束を受
けることなく，子女を教育する権利を有する。米国憲法は外国語を話すも
のを米国市民と同様に保護すべきである。」のような要旨であった
 26）
。
米国憲法の保障するところとなった日本語学園は，旧倍の力を得て発展
の一途をたどり，閉鎖に追い込まれた学園は蘇生し，新学園，新校舎が創
設され，最盛期とも言うべき隆盛を極めることとなった。こうして各地に
新築，増築された校舎やホールは日系人社会の中心となり，日本語学園は
日本語を教える場であると同時に，在米日本人の文化的集積地としての役
割を果たした
 27）
。
3 ．『米國加州教育局檢定 日本語讀本』の編纂
坂口は著書『日本人アメリカ移民史』（2001）の中で，二世の〈国語〉
教育（日本語教育）をめぐる一世の彷徨を跡付けすることで，アメリカ合
衆国という日本の非勢力圏に移住した日本人移民のアイデンティティとそ
アメリカ日系移民二世の教育
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の移り変わりを考察するとき，日本人移民一世による二世の〈国語〉教育
をめぐる歴史的展開を三つの時期に分類しており，それはアメリカの外国
人政策，とりわけ日本人移民問題が，常に国籍，言語，教育，忠誠心にお
いて日本とアメリカとの二重性を背負い込むことになった日系二世の処遇
を巡る問題として表出し，それへの対処が日本人移民のアイデンティティ
を大きく規定していたからに他ならないと述べている
 28）
。
①　第一期：1890年代～1910年代…「いかにして日本的教育を行うか」を
模索した時期
②　第二期：1920年代～1930年代半ば…「アメリカ化」と「善良なる市民」
の育成を模索した時期
③　第三期：1930年代半ば～1942年…深まる世代間のギャップと「祖国」
の戦争への対処を模索した時期
出稼ぎ意識を持ち続け，いわば「ニッポン人でいることが平気」
 29）
で
あった時代に当たる第一期，彼らのアイデンティティは「祖国」日本その
ものであった。二世の国語教育においても「帝国政府ノ教育方針」を踏襲
し「日本的精神ヲ涵養」することが最大の課題であり，目的となっていた。
それが日本人移民の「祖国」日本に対する忠誠の証でもあった。しかし第
二期，第一次世界大戦を機に，定住国アメリカの移民排斥の感情の台頭と，
「アメリカ化」ナショナリズムの高揚により，そうした日本人移民の生き
方に圧力が加えられた。排日主義が拡幅し蔓延する状況に直面した日本人
移民は，自らが築き上げてきた生活を守るという意識の下，定住国家アメ
リカにとって望ましい外国人像，日本人移民像の体現を目指さなければな
らなくなった。市民権を持つ二世の親としてアメリカで生き抜くことを選
択した一世は，〈国語〉教育においても従来の日本主義的な教育方針を転
換し，「善良なるアメリカ市民」の教育を目的とした独自の教科書を編纂
したのである。具体的には文部省検定教科書を否定して「日本的精神」の
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涵養という問題を限りなく縮小し，ひとえに語学としての「日本語」教育
に徹しようとしたのである。それはアメリカのみならず「祖国」日本にも
同時に満足してもらうという二つの国家双方に対する「忠誠」の表明と実
践を意味していた。しかし第三期における日本人移民は，出稼ぎ意識から
定住意識が強まる中で，「祖国」日本と同一化するという自らのアイデン
ティティを変容させ，いわば「半分だけニッポン人の時代」
 30）
を迎えた。
日米関係が悪化してくるにつれて「日本的精神」を持ち続けることは在米
日本人の不利益につながると考えられるようになった。それに応じて〈国
語〉教育の目的も「善良なるアメリカ市民」の育成にあるとして，「祖国」
日本に報いる姿勢を後ろに押しやり全面的に米国に尽くすことを表明した
のである
 31）
。
⑴『米國加州教育局檢定 日本語讀本』の復刻
森本（2016）は，「戦前，カリフォルニア州で編纂された日本語教科書
の大半は，日米開戦後の強制収容で多くの和文書籍とともに焼却，廃棄さ
れ散逸したと思われていた。しかし『加州日本語讀本』が山口県山口図書
館他，国内外の図書館に残されていることが明らかとなり，2014年 7 月に
文生書院から復刻版が出版された。資料の所在と書誌情報に関してはエド
ワード・マックによる復刻版の解題に詳しい。」と説明している
 32）
。
マック（2014）は，「子どもたちが学校に通い始めて最初に手にする本，
そして子どもたちを世界へ導く書物が教科書である。教科書は大人が子ど
もに身につけて欲しいと願う内容を盛り込んだ理想世界または世界観を示
すものである。その意味において『加州日本語讀本』は，移民一世の教科
書編纂者が，米国の日系の子どもたちに教え込もうと望んだ理想世界の反
映であると言える。」とし，さらに「しかし，その理想世界は現実世界と
無縁ではあり得ない。教科書とて，様々な世俗的，物質的な足かせの中で
アメリカ日系移民二世の教育
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出来上がった産物なのだ。とりわけ『加州日本語讀本』の編纂者たちは，
特異な難題に直面していた。当時日本は，拡張している大日本帝国であり，
それに伴い「日本」という領土の新しい定義を呈示することが求められて
いた。カリフォルニアの場合においても，日系二世に対しての「日本人」
の定義を見直す必要があった。これは「日本人」とはいかにあるべきか，
あるいはあり得るのかといった「日本人性」の再定義を促す難題であった。
移住者の子どもたちを対象にした『加州日本語讀本』も，このような民族
性，国籍，言語，地理的条件の新たな関係性が構築され始めた時代の写し
鏡なのである。」と述べている
 33）
。
移民が独り身の出稼ぎ労働者から家庭を築き定住者となっていくとき，
移民の両親に喫緊の課題として解決しなければならないのは子どもの教育
問題である。そのような状況下で必然的に作られていったのが，移民コ
ミュニティの母語学校である。北米の日本人移民コミュニティにおいても
母語学校としての日本語学校の設立は移民初期から見られ，二世人口の増
加と成長とともにその数は急増していった
 34）
。
日系二世のための日本語学園における教育の必要性について松盛（2016）
は，アメリカに永住し，将来アメリカで活動できるような人材の育成，ア
メリカ的価値観や生活習慣を身につけ，アメリカ社会に同化できることの
証明，「善良なるアメリカ市民」の育成，高等教育の奨励，そして両親の
「米化」促進による親子の融和や意思疎通の 5点をあげているが
 35）
，加え
て，日本留学を目指す二世にとっては留学準備を助ける予備教育機関であ
り，放課後の学童保育的役割を担う場であり，年中行事を通して日本人移
民コミュニティ内の連帯感強化の場としても機能していた
 36）
。
⑵教科書編纂の方針
1920年，日本語学園協会は第九回総会において，日本語学園教科書編纂
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委員会を設け，以下のような編纂方針を決定した
 37）
。
1 ．本教科書は，加州外国語学校取締法に順応し在米日本児童に正確なる
日本語を教授する目的を以って編纂するものとす。
2．本教科書の巻数を十六巻とす（学園の授業数を八ヶ年とし一年に二巻を教
授するものとす）。
3．本教科書の頁数を一巻平均八十五頁とす（一年の教授日数百七十五日（三
十五週）とし一年に二巻を教授するを以って一巻の頁数を平均八十五頁と計
上す）。
4．本教科書の形式的方面
1 ）本教科書は在米児童の実情に鑑み言語教授に重きを置き単に文
学的方面のみならず成るべく多くの方面より必要なる言語を選択
す。
2 ）片仮名は巻一より始め其の教授週数を約十七週とす。
3 ）平仮名は巻四より始め其の教授週数を約十七週とす。
4 ）漢字は巻二より始め其の教授字数を約千二百字とす（八ヶ年の授
業週数は二百八十週なるが其の中仮名教授の週数は二十七週を除き二百
五十三週（千二百六十五日）とし一日平均一字教授す）。
5 ）漢字選択法
①　新聞雑誌に多く顕わるる字即ち利字参考。
②　文部省編纂讀本参考。
③　タイプライターの文字参考。
6 ）文字は正しきを選ぶべく但し広く使用せらるるものは成るべく
簡単なるものを採る。
7 ）字音及仮名遣は文部省編纂現行讀本による。
8 ）文体は六学年までは口語体とし七学年には一割八学年には一割
五分の割合にて文語体を挿入し候文は文語体の一部として一二の
アメリカ日系移民二世の教育
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文例を挿入す。
9 ）挿図は内容と一致し其の意義を明瞭ならしめかつ児童の興味を
惹起さしむるものたるべし。
5．本教科書の実質的方面
1 ）本教科書は児童心理発達の情況に鑑みて材料を選択す。
2 ）教材は児童の社交状態（Social Aspect）より採用し上級に進むに従
い選択の範囲を拡張す。
3 ）広く材料を集む。
①　米國公立学校各教科書。
②　日本現行教科書
③　米國及び日本に於いて特に外国人にそれぞれ其の国語を教授
する目的を以って編纂せられたる教科書。
④　逸話，地理，歴史。
⑤　童話。
⑥　General Information。
⑶『加州日本語讀本』巻一
教科書編纂の方針に従って作成された『加州日本語讀本』十六巻のうち
第一巻についてその内容を以下に紹介する。
1． 1 - 4 頁：ハナ，トリ，アリ，コマ，マリ，カミ，ハサミ
　　それぞれ名詞とともに挿絵が載せられている。
2． 5 - 7 頁：ミチ　ガ　アリマス。
　　「何々がある」という表現。
3． 8 -10頁：スズメ　ガ　ヰマス。（～がいる）ハナ　ガ　サイテ　ヰマス。
　　「生命のあるものが何々している」という表現。
4．11-14頁：コレ　ハ　ナン　デスカ。ソレ　ハ　ホン　デス。
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アレ　ハ　ナン　デスカ。アレ　ハ　タコ　デス。
　　疑問文の表現。
5．15-16頁：ホン　ヲ　アケ　マス。
　　動作を表す動詞を使った表現。
6．17頁：コレ　ハ　ワタシ　ノ　フネ　デス。
　　「これは何々です」という表現。
7．18-20頁：ヒトツ，フタツ，ミツツ，ヨツツ，イツツ，タクサン
　　数詞の導入。
8．21-25頁：コレ　ハ　モモ　ノ　キ　デス。ヘイ　ノ　ソバ　ニ　ア
リマス。
　　場所を示す表現の導入。
9．26-31頁：ウミベ　ニ　キマシタ。フネ　ガ　ミエマス。
　　いくつかの文型を使って場面を表現する。
10．32-33頁：ヒヨコ，ホン，エンピツ
　　名詞により異なる数え方の表現。
11．34-35頁：カザグルマ　ガ　アリマス。クルクル　マワリマス。
　　擬態語の導入。
12．36-41頁：ガン　ガ　トンデ　キマシタ。　一ハ　二ハ　三バ
四ワ　五ハ　六ハ　七ハ　七ハ　ヰマス。
　　名詞により異なる数え方の表現。
13．42-51頁：簡単なストーリーの導入。
14．52-53頁：片仮名五十音表。
第一巻は，名詞の導入から始まって簡単な動詞の使い方，疑問文，数詞，
名詞により異なる数え方の表現，そして簡単な文を使って場面を表現する
ことや，短く簡単なストーリーも扱われている。挿絵を見ると日本の情景
というよりも，例えば，運動場の挿絵など，明らかにアメリカの学校の様
アメリカ日系移民二世の教育
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子が描かれていたり，子どもの服装が，当時の日本の子どもの服装ではな
い例が見受けられる。アメリカに永住し，将来アメリカで活躍できるよう
な人材の育成や，アメリカ的価値観および生活習慣を身につけ，アメリカ
社会に同化できることを証明するという目的，すなわち「善良なるアメリ
カ市民」を育成するという目的を達成しようという意図が表現されている
ことが分かる。
4．お わ り に
本論文は，アメリカ日系移民二世の教育，とりわけ日本語教育について，
使用されることになった教科書『加州日本語讀本』の編纂に至る経緯，そ
の過程と意味を検証することにより，アメリカ合衆国に移住した日本人移
民一世，そして日本とアメリカの二重性を背負い込むことを余儀なくされ
た子どもたち二世のアイデンティティが変容する足跡を明らかにしようと
した。
1900年代初頭において草創期の日本語教育は，1902年シアトル市にシア
トル国語学校が創設され，1903年，サンフランシスコ市に日本小学校が，
また同年サクラメント市には後の桜学園が誕生したことから始まった。当
時在米日本人の定住化と妻子を伴って渡米する者の数が増加し，学齢に達
する子女が多数になるにつれ，1902年より1912年頃までの10年間に創設さ
れた日本語学園は，カリフォルニア州15校，オレゴン州 1校，ワシントン
州 3校で計19校に及んだ。しかし当時の日本語学園はそれぞれ教育方針が
異なり，日本の教育を重視する学園から，アメリカの教育を主とする学園
まで様々であったので，1912年，各地日本語学園の連絡統一を意図した在
米日本人教育者大会が開催された。この大会の開催を機に後の日本語学園
協会が組織されていくことになる。その後も，学齢期の児童数増加や，在
米日本人の日本語教育への期待の高まりにより，1912年からの12年間に創
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設された日本語学園はカリフォルニア州だけでも40校余りになっていた。
折しも，アメリカニゼーション運動のうねりの中，排日感情が高揚する状
況の下，「外国語学校取締法案」（1912）が突然カリフォルニア州議会に提
案され，以後日本語学園を苦悩に陥れることになる。しかし日本語学園協
会はカリフォルニア州教育局に対して，日本語学園の教育目的を説明し，
アメリカの教育に反しない教科書を編纂するなどの努力を重ね誠意を見せ
ることに成功した。その過程は容易ではなかったが，1920年代後半にかけ
て，米国憲法の保障を勝ち取り，閉鎖に追い込まれた学園は蘇生し，新学
園が設立され，新校舎が増設され，第二次世界大戦が勃発するまでは，旧
倍の力を得て発展する。
アメリカ日系移民二世に対する日本語教育が直面した歴史的経緯から，
日系社会の絆や団結の象徴であった日本語教育は，在米日本人一世の努力
によって日本文化継承のセンターとしての責務を果たそうとした事実は不
動のものであったと評価されるべきであるが，第一次世界大戦，そして第
二次世界大戦によるアメリカ社会の変化に対応し，日系移民二世の子ども
たちの日本語教科書が変更を余儀なくされ，日本とアメリカ二国の狭間
で，日本人として日本に生まれ育った場合の二倍の努力と苦しみを背負わ
されたのではないか。移民社会に生きる子どもたちが母国と定住国の関係
の変化に影響され，アメリカ社会への同化と，日本人としての忠誠心の間
で翻弄される姿が理解される。
〔付記〕
　本稿の一節「アメリカ日系人の教育」は，村上和賀子「アメリカ日系移民二世の
ための日本語教育―『米國日系人百年史』から―」『人文研紀要』第78号，2014年
刊行の一部である。
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